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令和８年３月２２日 
防衛省 

 
日独防衛相会談について 

 

 令和８年３月２２日、１３時２５分から１４時３０分まで約６５分間、小泉防

衛大臣は、横須賀でドイツのピストリウス国防大臣を迎え、日独防衛相会談を実

施しました。 

 

１ 冒頭、小泉大臣から、劇的に世界の状況が動く中、国際社会における課題に

対応し、地域における抑止力を強化する意味でも、両国が緊密に連携すること

がこれまで以上に重要である旨を述べ、ピストリウス大臣からも、同様の考え

が示されました。このため、両大臣は、両国の安全と地域の平和と安定を確保

するため必要な場合には、日独が協議し対応を検討すること、平素から、これ

に必要な協議を実施することで一致しました。 

２ さらに、両大臣は、昨年９月、空自Ｆ－１５戦闘機が初の欧州訪問の一環

としてドイツを親善訪問したことを含め、陸海空すべての軍種において、防

衛協力・交流が展開されていることを歓迎しました。 

３ このほか、両大臣は、現下のイランをめぐる情勢やインド太平洋地域をは

じめとする地域情勢について意見交換を行い、引き続き、緊密に連携してい

くことを確認しました。 

４ 両大臣は、欧州大西洋とインド太平洋の安全保障が不可分との共通認識の

下で、引き続き、様々な形での日独防衛協力・交流を深化させていくことを

確認しました。 

 

 


